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れ
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る
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間
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、
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と
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、
内
き
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と
し
た
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換
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せ
ば
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に
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^
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的
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着
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0
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間
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彼
等
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利
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こ
と
が
大
で
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と
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せ
る
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1
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の
政
治
は
、
中
間
階
級
の
建
設
せ
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經
濟
的
目
的
に
亥
配
さ
れ
た
る
對
外
政
策
及
商
業
組
織
を
危
か
ち
し
む
る
€
惧
れ
が
'あ
つ
た
爲
め
に
•駿
血
さ
れ
た
。

階
級
か
ら
成
，立
し
た
。
そ
し
て
賢
明
に
も
舊
き
諸
制
度
-
就
中
、
粗
雜
幼
稚
な
る
選
擧
制(

そ
れ
ル
土
地
所
荷
を
菽
礎
と
す
る)

を
維
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す
る
こ
と
に
依
り
て
、
鄭
心
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業
的
目
的
の
追
求
に
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の
で
あ
る
f
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然
る
に
茁
十
八
佌
紀
の
終
り
に
向
ふ
に
從
ひ
、
土
地
階
級
的
商
業
階
級
0
優
越
性
は
徐
々
.に
鳴
播
を
來
し
始
め
た
0
ぞ
れ
は
工
業
の 

發
展
■

■

識

.
■
の
潑
生
で
ぁ
つ
炎
。
凡
そ
商
業
的
活
動
の
發
股
は
產
に
依
つ
て
義
的
制
約
さ
れ
る
が
故
に
、
.商
業
資
本 

力

そ

の

す

^
；?
身
き
識
难
欲
を
滿
さ
ん
が
^
: ^
に
は
、
坐
產
の
增
大
が
爲
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
o
所
謂
問
屋
資
本
の
形
態
に
於
て
商 

業

資

木

は

塵

痛

液

念

}'
:
'生
産
を
助
長
す
る
と
共
に
，
之
を
支
配
し
た
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當
初
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貿

易
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'
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慮
,
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麗
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議
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ー
_

連
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疆

資
^
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還

.^
の
^
_
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.
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背

遷
-^
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5
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一
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^
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簾
f
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魂
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ず
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T
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そ
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本
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は
.プ
>
ジ
ョ
ァ
漭
命
^

#
る
©
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^
の
起
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、
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叫
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採
.±
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ら

れ

る

に

至

つ

.た

:-
<
0:%
^

,^
:5
か

。
；:«
者
^
々
へ
の
火
％
食

る

原

因
'̂
し

:̂
、
；
ア~ メ
リ
^
革
命
が
封
建
.制
.の
破
壞
を
:#
»
ざ
4
し
に
對
^
、，，フ
、1フ
ン
.ス
m
命

が
.
'̂>
當

颁

の

决

礙

目

士

し

灰

溥

途

擧

げ

た

ー

:^
ダ

論
^
:
?
^
继

龙

>
て
.、
人

沏

は

.
近

咐

的

光

政

.急
業
思
想
歲
は
^

に̂
彼
等
の
.理
想
の
：.實
現
を
見
出
し
た
け
れ
ど
も
、
彼
等
の
.國
土
：に
：之
を
實
現
す
る
に
は
、>
封
妞
的
政
治

倒

と

：
如

ふ

汰

段

階

が

殘

名

れ

ぜ

ゐ

_

海

#

ポ

：1

姻

幾

必

は

猶

廣

の

篇

礎

亦

確

.冗

翁

撼

せ

る

:5
:
感

.じ

昧
 

未

だ

彼

等

の

：
據

つ
.て
立
づ
.淛

度〈

；
の
：遷

壹

溝̂

馨

.

0

1澈
る
^
フ
：
ー
フ:>
タ
_

_
於

：'て
.
.は
；.：茈
龙

そ

の

：制

度

そ

：.の

戈

の

が

當

厕

の

目

慄

と

愈

り

.;
;
'
民

溱
(0
苗

: «
に

-:
*
夕

て

衝

碎

洳

：れ

表
.0
凌

見

次0
'

顏
.言
す
；机
ば
ゾ
灭
赋
入
權
馨

脔
^

^
同
七
事
立
旧
雜
し
^

-霉
尋
が
爲
さ
ね
ば
な
為
ぬ
事
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
_

-k
依
つ
て
先
づ
爲
さ
れ
た
事
を
知
つ
た
:0
英
P

の
.
.そ
れ

ょ

々

飞

更

に
.堅
固
な
名
.の
觀
が
あ
つ
た
，フ
ラ
ン
ヾ
ス
#
砠
制
が
、
案
外
に
脆
^

れ̂
た
事
は
、
實
に
彼
等
.欠
養
す
る
處
大
で
あ

‘
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つ
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火
民
虫
權
1-
'0
询
適
を
前
面
に
揭
ぐ
可
き
の
秋
で
、あ
る
泰
が
感
じ
も
れ
>

。
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餘

x
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a
a
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ふ
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苦
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&
雄
遝
励
第
ニ
期
.の
_餞
.繩
#
る

s
c
b
a
r
d

 

P
r
i
c
e

の

說

敎「

愛

國

心」

は

、

か

、
る

時

に

說

か

れ

、

そ

の

故

に

熾

烈

な

：：る

論

:#
の
的
と 

な
.：つ
た
P
で
あ
る
。
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肩

ニ
.

ブ
ラ
ィ
ス
の
政
治
属
想

第

十

八
-l
i
t
紀
に
於
け
る
主
知.派
倫
现
學
は
、
三
人
め
著
：名
な
る
代
表
衮
を
有
し
た
。
そ
の

一 .11

人
^
は
ミ

。

；
^

3
?

卩

o
一
 a

r
k

e

及
び
兹

• 

• 

. 

- 

. 

/
. 

. 

.

.

.
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i

把
.述
べ
ん
と
す
るRichard 

F
r
k
e

で
.あ
.る
。
彼
の
倫
理
：邋
想
を
論
ず
る
で
と
は
差
按
へ
石
が
、
^
ブ
フ
ッ
べ
リ
ー
や
ハ
ッ
チ
エ
ソ
シ 

等
鄭
邊
德
情
操」

を
以
て
|
理
令
錄
の
_
礎
と
み
る
に
该
徵
し
、
.

「

#
惡
が
問
題
と
な
る
時
、
理
蚀
に
藓
<
決

宛

こ

そ

は

、

现

牲

者

に

：於

ブ
ラ
ィ
ス
の
說
敎
愛
國
心

.

」

を
契
機
マ
す
.る
フ
ラ
シ
ス
革
命
論
#

の
■序
幕 

七

苏

(

へ
ニ1

)



，フ
-マ
イ
ぶ
歡
敎
ブ
愛
國
^
を
契
椴
.ミ
ず
|

ラ
\

^

b

六

r
y
l
l
j
)

け
H.Q,

行
爲
動
機
で
^
り
、
唯
一
.
の
原
理
で
あ
ら
ね
ガ
な
ら
ぬ
.°
本
能
的
慈
愛
は
全
‘く
德
の
原
理
た
る
も
の
で
は
な
い
0
そ
^
の

.み
ょ
^
發
す
る
如
何
な
る
行
爲
4
、
道
德
的
で
な
い
*-
と
論
じ
た
。：

汗
意
す
べ
き
第
は
、
此
の
時
代
に
在
つ
て
、
先
驗
柯
學
の
生
張
者

は
趣
.々
溥
命
衲
政
治
學
說
の
主
張
者
た
る
こ
と
で
あ
り
、
ブ
ラ
イ
ス
は
そ
の
適
例
で
あ
る
。
S

勿
論
之
は
偶
然
で
は
な
い
。
革
命
思

想
の
沿
極
的m

は
、
現
f

即
ち
屢
蓋
制
す
る
事
で
あ
る
。
こ
の
批
判
に
は
批
刺
の
原
理
を
要
す
る
が
、
そ
れ
は
當
然
膨
驗
的

け
あ
つ
飞
は
カ
ら
な
い
。
同
時
に
、
革
新
の
指
導
原
理
と
し
て
も
、
超
經
驗
的
な
原
理
が
必
耍
な
の
で
あ
る
。

(&

 

Hal

rtrtvy 

phil§
PHCal Radicalism 

'

政
治
慕
者
と
し
て
の
ブ
ラ
イ
ス
の
名
聲
は
、I

七
七
六
年
に
公
刊
さ
れ
た
るObservations on Civil Liberty and the Justice 

a
n
d Policy of 

the ,war with A
m
e
r
i
c
a

と
、

一
七
八
九
年
十
一
.月
の
革
命
百
年
祭
に
於
け
る
說
敎L

o
v
e

 of O
u
r

 C
o
u
n
t
r
y

と 

，
に

依

る

も

の

で

，

l

o
ヶ
ン
ト
の
言
ふ
處
に
依
れ
ば
、
前
者
の
‘廉
惯
版
六
萬
部
は
忽
ち
墓
さ
れ
た
。
そ
れ
は
バ
丨
ク
及
び
ジ
ョ
ン
ソ 

ク
ょ
り
の
應
答
を
喚
起
す
る
と
共
に
、
偷
敦
市
は
そ
の
啊
論
^
對
す
る
.啖
賞
を
表
明
す
る
爲
め
に
、
彼
を
公
民
と
し
て
遇
す
る
こ
と
に 

し
た
o
,併
し

筆

者

が

，當

商

Q

問
題
と
な
る
も
の
は
、
こ
の
小
冊
！f
-で
は
方
く
ノ
說
敎
で
あ
る
？
こ
の
說
敎
は
單
にII

衆
を
激
し
く
感
動 

せ

し

め

た

の

.
み

で

な

く

、

後

•印
刷

に

，附

さ

れ

た

時

、
パ

ー

ク

を

岡

箏

場

裡

に

引

出

し

、

保
守
中
：
義

の

最

有

力

な

る

辯

護

論

「R&ecti§

 

on 

the 

French Revolution .

一
 

出
版
の
動
機
と
な
り
、
以
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
是
非
論
爭
の
原
出
と
し
て
、
.第
ニ
期
急
進
遝
動
の
萬
矢 

を
爲
し
た
の
で
あ
名
。 

… 

，

‘而
し
て
茲
に
注
意
す
べ
き
は
、
プ
ラ
イ
ス
が
、
非
安
協
派
の
僧
侶
な
る
の
ー
琪
で
あ
る
。
固
ょ
り
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
璁
て
の
改
革 

論
者
を
欣
喜
せ
し
’め
た
の
で
あ
る
が
、
就
中
、
之
を
以
て
、
夙
に
爲
さ
る
べ
く
し
て
爲
さ
れ
方
り
し
改
革
へ
の一

大
刺
戟
と
感
Vた
 ̂

級
-

R;

あ
つ
た
。
i
れ
は
英
國
々
敎
1C
服
す
る
辦
を
肯
ん
じ
な
か
つ
た
人
々
で
あ
るo

當
時
の
英
國
に
於
て
は
、
分
離
派
に
屬
す
る
も
の

は
、Test: Act 

'に.依
づ
.て
、
.
{吕
吏
、
議m

T

及

.̂
-
'都
市
.爲
政
者
と
な
る
.を
.許
さ
れ
居
ら
な
.か
つ
た
，の
\で
：、；實

.に
幾
度
.も
議
會
|
5
:
願
^: 

反
復
さ
れ
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
丁
度
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
年
に
も
亦
試
み
ら
れ
、
例
に
依
つ
て
無
效
に
終
つ
^-
?
然
る
^:
'

?
?:
&
1
 

A
s
s
e
m
b
l
y

の
人
權
赏
言
は
、
總
て
の
市
民
が
、
平
等
に
、
總
て
の
地
位
に
就
任
す
る
の
資
格
あ
る
こ
と
、
並
び
に
、
何
人
と
雖
も
、
_ 

見
の
h
fi
j
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
明
汞
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
等
の
事
が
|
今
や
舊
敎
主
義
の
，寒
制
國
フ
ラ
ン
ス
に
成
就
し
:̂
-
の
.に
、
英
國 

に
在
つ
て
は
、
名
#
革
命
後
，旣
'に
：1
W年
.を
經
.た
ざ
に
拘
ら
ず
、
舊
態
恢
然
た
る
'も
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
事
は
痛
ぐ
非
國
敎
派
の
入
ヤ 

洗
刺
戟
丄
、
宗
敎
湖
攻
革
^
政
治
的
改
革
と
は
、
提
携
儿
て
進
ん
だ
。
プ
ラ
イ
ス
の
政
治
的
說
敎
と
そ
の
大
い
な
る
反
響
と
は
、
か
、 

る
翎
流
の
ニ
表
現
な
の
で
あ
っ
た
舍
ら
-

.

.
,'
,

(

註〕

...Brown 

. 

The Frenc,ĥ
evolution inwngush History p. 29

f 

' 

' 

t 

, 
, 

> 

,
 

/

n
當
時
.英
國
に
は
一
六
八
八
年
の
，名#
革

命

-5
:
記
念
.す
るBritish..:Revol;lItion Society

な
る
も
の
が
存
在
し
て
ゐ
た
が
*

一
七
八

九
_
注

;̂
ぶ
靡
#
百
弟
■
念
邊
^
行
ぬ
：̂

%
谏

:^
部
^
漱

行

故

ぞ

.て
本
^
 

で
ゝ
下
院
は 

首
相
^
ッ
ト
め
同
翥
の
下
に
、
こ
り
祝
賀
畲
に
對
し
、
國
民
的
承
®
に
基
く
象
嚴
ざ：

を
與
'

:

へ
^:
5

て
''
ブ

の

決

議

氣

を

さ

へ

可

先

し 

た
0
“然
る
に
こ
(0
.百
铝
祭
は
.フ
.‘ラ
：ン
ス
革
命
に
對
す
る
潑
涮
た
る
同
情
を
示
し
、
剩
へ
收
師
ブ
ラ
イ
ス
の
說
敎
は
人
民
主
權
の
主
張
を 

力
.强
く
宣

明
.し
た
の
で
あ
つ
た
广 

: 

; 

'

ブ
ラ
.ィ
X
に
從
へ
.ば
、
.人
間
は
先
‘づ
良
己
を
顧
慮
し
-
.
家
族
を
願®
-し
、
や
が
.て
.國
家
を
•顧
慮
す
.る
。
；
、こ.の
愛
國
心
は
尊
い.情
執
a
 

は
あ
る
が
、
又
、
情
熱
で
あ
る
が
故
に
、
統
制
と
.藝

と

，を
要
す
る
タ
そ
れ
ほ
茧
上
の
情
熟
で
は
な
く
し
、て
、
•人
類
愛
に
從
た
ぞ
の 

で
あ
る
。
國
を
愛
す
る
こ
と
は
良
い
。
併
し
國
の
、利
益
を
追
水
す
る
に
當

0
て
は
、.見
識
ば
そ
れ
を
超
ぇ
て
進
ま
ね
ば
な
ら
ぬ0
吾
 々

_
カ
の
及
ぶ
限
り
國G

爲
め
S

さ
ね
ば
な
.ら
ぬ
が
、
併
し
同
時
に
自
己

)

を
、
低

念
.市
民
と
し
て
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
他
の

ブ
•
ヲ
イ
ス
の
說

•敎「

發
栩
心

」

を
契
機
ミ
す
る
フ
ラ
ン
ス
革
命
論

.爭
-の
良
幕
 

七

七

(

八
！
1
三〕



,

'.
フ
ラ
イ
ス
の
說
貌

r

愛
跡
办
し
を
契
撒事

る

..
ァ
，テ
ゾ
ス.革
命
論
#
の
，序

親

tr
八

(

八
一
一
四

〉

國
々
の
權
利
を
も
良
く
觀
察
し
て
、
以
て
膈
狹
な
る
愛
に
陷
る
，事
を
防
が
ね
ば
な
ら
ぬ
§
o 

(

課)
PHce 

Sscourse on) the Love of 6ur coltntrjr .

へ Political Tract, vol.10〕

V
MCJ
I

ト
人
類
0;
_
祉
は
眞
理
と
德
と
_
办
で
ぁ
.
.る
？
：
却

識

办

弘

布

に

依

づ

.て
、

野

蠻

國

と

區

別

さ

れ

、

宗

敎

的

德

，に

侬

0
::て

ゥ

無

神

論

や

不

良

：の

徒

の

國

ど

區

別

ぎ

れ

、

自

吶

に

依

づ

.で
奴

氧

の«'
ど
：區

別

さ

れ

各
0
‘知
識
は
人
.を
し
て
、
人
た
る
の
自
«:
を
得
じ
，め

、

之

に

：嵌
づ

ゼ

迷

信

：は

除

か

ル

を

。

#
し
年
ら
、へ
德
な
き
知
識
は
人
を
悪
に
缭
き
、
知
識
な
き
德
は
人
を
激
情
家
た
ら
し
め
る
。
而
し
て
こ
の
兩
者

:
£
_曲
が
加
る
時
、
.紙
め
-一
で
社
#
の
光
輝
.が

免

成

さ

，れ
ヘ
る

(

悲

ズ：、. ！：：：$
^

■'
,■-V. 

.

y

 

V

,,另，，

.へ
'

:
v
;i:
K(

i£) 

priclbid 
.
p
.
r:
. 

. ,■

“
沄
ぷ
ま
で
も
な
く
、:'
;
:
:
:
: «
ま

'0
启
_
の
裡
、に
は
> 
國
法
を
遵
守
し
、
.そ
の
執
行
諸
を
尊
敬
す
る
の
蕺
務
が
包
含
さ
れ
名
。
凡
そ
政
脓
と

,は
;-
'

^
々

'0
'-
身

、
へ
財
產
：及
.が
^
^
,の_
害
を
防
が
;1
>
-
す̂

^

«隱
^
ぁ
.々
、
且
：-0
他
人
の
.自S

を

害
せ
'ざ
る
限
り
に
於
て
、
：確
保
せ
む
と
す
る
も
の
で
ぁ
る
。
國
法
は
之
等
の
：

E

的
を
達
せ
ん
が
爲
め
に
、
社
會
の
同
意
：を
得
た
る
規
則

:で
^

^
長
官
は
之
等
-€
>

|
執̂
行
す
る
爲
め
に
、
社
會
に
依
つ
セ
.任
命
さ
れ
た
.る
役
人
.で
ぁ
'る
0
梃

.つ
て

法

及

び

長

官

，に

對

す

る

服

從
.は
;-
-
'
:
'
典
同
社
會
に
對
す
る
菩
々
の
顧
慮
の
表
現
に
外
な
ら
な
い
と
。
6)

c
©

 

Price 

ilbid. p. 

.
X

I
這
般
办
观
從
の

•
務
を
.說
明
ひ

、：

同
_
:に
^

5
#
阿
諛

澈̂
款
翁
膨
歜
と
を

#め
む

、
と

し

.て
、テ
デ
^
ス
ゆ
人
民
主
_
說

を

述

ぶ

.
る 

祟
つ
，た
。
日
く
役
人
.は
公
共
の
奴
僕
で
ぁ
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懷
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す
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あ
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な
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狀
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摯
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又
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ず
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あ
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滿
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メ
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-
の

配

偶

奪

：はI

が
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
王
の
子
で 

は
f

、〈

從

；つ

て

血

統

の

骷

で

は
、

多
少
岐
路
へ
'外
■

ぬ
■

は
^
か
で
あ
る
が
，
併
し
國
段
が
f

ン
デ
公
を
稗
へ
た
事
は
決
し 

字

门

選

歷

:0
行
^
で
は
:|
く
じ
て
■「

必

要」

に

追

ら

：れ■で
め
：
行®?
I
-於
あ
る
？
.
“こ
の
必
要
に
迪
.ら
れ
た」

時
的
行
爲
農
て
ざ
：へ
も
, 

D

e

&

t

#
辱

恩g
h
t
o
a

,-®

草
し
た
ソ
ム
.マ
i

卿
は
、
極
力
之
を
粉
飾
し
.、
.隱
蔽
せ
ん-v

し
，

y

s
は
、
逆
に
、
弛
襲
觀
念
の 

,
:1
な
る
を
物
冒

'も
の
.と
云
ふ
べ
き
で
ぁ
る
。
而
し
て
ソ
ム
マ
ー
ズ
卿
は
法
律
と
い
ふ
が
如
き
、
冷
た
い
命
令
的
な
形
式
を
避
け
て
、 

貴
1
及
び
庶
民
の
.宣
言
と
い
ふ
形
把
七
た
が
、
そ
の
宣
言
に
於
て
せ
、
そ
:0
ぎ

^
監

を

繼

承

^
て

英

蘭

姦

治

さ

餘

奮

甘
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の

惠

み

で
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り.臣
民
.は
心
の
底
か
ら
之
裹
.へ
、
之
に
證
す
る

.
4述
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4
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踏
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。
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る
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他

質
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强

.
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热
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條
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^
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あ
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史
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令
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萆
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す
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な
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ブ
ラ
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說
敎
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镯
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る
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ス
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序
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旣
に
然
り
で
あ
る
0.
プ
ラ
イ
ス
の
所
說
が
、
'-
■の
拊
氣
的
粑
政
治
學
說
と
1>

てヾ.め
常
否
を
論
以
や
ぅ
.と
1.
た
の
：：で
.：̂

>

>-%
.ー；六
八
八 

年
の
繁
そ
の
他
ぬ
英
國
與
の
事
實
の
裡
に
、
プ
ラ
イ
ス
の
所
說
を
亥
持
す
べ
き
も
の
が
無
い
琪
を
立
證
せ：

ん
と
し
た
の
.で
あ
る
。
元 

來
プ
ヲ
イ
プ
由
身
が
そ
の
，所
說
ひ
.跟
璐
$
 .1

六
ル
‘皮
气
の
革
命
の
琪
霞
に
求
め
た
の
で
あ
る
’か
ら
ぐ
之
を
、否
定
す
る
こ
と
が
ブ
ラ
イ 

ス
へ
の
虹
_

打
^
た
る
は
勿
鼪
で
あ
る
が
、
絡

%'
ペ
ー
ク
の
所
論
は
こ
の
祺
に
办
み
隈
宛
さ
れ
る
茚
き
で

_

繁

デ
先
v
x-
w-
g
の 

如
#
事
勸
が
.
,:
;:>英
國
史
^
め
#

#
ず
昝
こ
へ
と
な
く
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却
つ
て
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對
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實
が
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す
る
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せ
ん
と
す
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で
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り
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從
つ
て
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何
な
る
雛
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^
實
^
.助
^
す
る
^
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ラ
イ
ス
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得
ざ
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カ
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す
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る
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つ
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,>:
の
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 ̂
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す
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き
方
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む
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張
に
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つ
て
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辦
實
の
你
否
'で
は
な
く
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誰
賞
0
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否
を
|
!
題
と
し
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
。
も
し
て
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後
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ト
ー
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採
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し
た
方
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で
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し
グC
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茁
つ
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，Hl
f
;述
し
た
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く
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ら
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ら
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だ
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^

雨̂
じ
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來
の
英
國
收
治 

制
度
は
、
固
ょ
り
瑕
疵
は
あ
る
阢
3
で
^
>
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ど
1>
て
有
益
«

#
(0
と
考
.へ
.ら(

れ
‘て
：ゐ
苓
の
で
あ
る
。

‘ 

K
-
V
'

 

.
-
x

(

ラ
¥
ポ

0,
:減
詖
を
_
し

去

.0
:私
尊
1
夂
§
筆
汍
4
 ̂

ン
-ス
革
命
論
^
突

入

す

：る
：
o
:-.
.

.
先

づ
_

は

.1
巧
ゾ
：.ス
0
:新

平

练

源.现

を

以

亡>
术

宰

な

；る

锪

敗

支

全

階 

後

に

•

か\
'る
腐
敗
^
弊
寄
為
の
續
發
を
以
て.;
,
甚
ユ
0
1
^
1
^
3
5
8
1
1
1
1
:
>
1
7

:,の
«

^
の
不
適
當
に
歸
せ
し
め
.て
ゐ
る。T

i
e
r
s

w'
t
a
tは
三 

隈
徽
の
人
々
か
レ
成
る§
:1
>
:
_に
於
.で
5
«
1
1階
級
が
他
2

〕

晚
»
^'
食
^
た

み

.%
:
办
に
等
じ
.く

、
從

つ

：て
第
一
.
.：、
第一 :I

の
階
級
か
ら
、 

小
»

の
者
が
第
三
赂
級
に
合
流
ず
れ
ば
；、：：堇
熝
は
之

)

が
串
中
ぬ
歸
來
各.0
_

る

に

靈

ニ

馨

者
が
多
^.
'6
ー

〗

彼
煢
は
從
來
嫩
家
に
'於
て
.尊
«
わ
受
け
る
事
の
少
な
：か
つ
た
人
々
で

.

あ
り
、
從
つ
て
國
政
忙
：參
與
す
る
資
格
に
乏
し
き
も 

'の
で
あ
る
。
姝
に
醫
師
に
至
つ
て
は
、、
本
來
.
.

か
、
る
仕
事
ぬ
■
適
當
な
人
々
•で
あ
る
。.其
他
に
、
っ«
機
業
考
が
加
^
で
^
る
.が
、
，
か

ん

る

團

體

，が

朱

政

を

仕

.出
か
す
は
芷
に
自
然
で
あ
る
と
0

|
 

. :
,

'

'

訪)

；
.
-;
.

.td'urke.':.ibid.. P* .508. 

J 

,
, 
-■.
:
.

 

' .
.
.
.
.

之
^

2
最

^
珑
_れ
；た

貴

族

主

義

は

、

.筆
が
 ̂

m
反

對

し v::Ee

費

，と
®nitie

;wi
:
:
p
3

適
®
な
'る
代

表

で.は
な

，

S
u

令

而

も

彼

は

：財

產

、
特

に

询

襲

的

財

產

を

尊

蓽

す

^
0̂
邊

產

'の
本

質

は

不

平

等

た
'る
：こ
と
：で
あ
る
。
さ 

れ
.ば
'1
?
萬
の
甯
比
危
險
の
“可
能
性
の
外
；.に
趫
が
れ
ね
ぱ
&'
ら
ぬ
9
.然
る
時
は
>
毛
 

而

し

て

._
1靈

論

：に

傳

承

贫

し
.む
：る

ガ

纹

ノ

財

產
^:
鳳
す
あ
霸
值
値
ぁ
^
:壽

.の
ッ
ブ 

も
有
利
f

 

€
 の
：夢

ぁ

。
る

 

o
,
'
家
：
^

 

產
；：familyopropert

:̂

的

保

證

脅

あ

る

，

五

院

娃
^
原
理
.ぬ
基
^
て
作
ら
れ
，
卞
隙
も
亦
事
實
：上
ぼ
、：
夯

^
^

の
|
1ロ
葉
：.の
_裡

^
、
吾
等
ゆ
土
：地
貴
族
P
ィ
デ
オ
ロ
ギ
^
仓
明
：に
«
肷
す
.る
^
と
.が
出
來
奪

‘歡
に
.財
產
權
.の

尊

霉

す

べ

き
$:
'

說

ぐ

な
 

ば 

> ブ
乡V

K

亦
然
り
で
お
多
が
、
バ
ー
ク
の
そ
れ
は
特
吃
義
的
財
產
で
务
ザ
>
索
族
財
產
ゼ
あ
る〔

こ
.と
.を
注
意
.せ
ね
ば
，な
ぢ
ね
.<
>
§
.

....
■

(

誰)

：
b jwkev ,

ふ bid

'.-
,

兮
'
.

,5.2.8，：.. 

■ 

■'入：.

z 「：

•'
,

ぺ.

.5:
-
:

り

.

.

:''
:
i
-
;
' ン

J

:

:

.

-;7

:
,
.
!
襲
財
產
の
：左
袓
者
で
ぁ
it
)

.而

<b
E
:
,
宗
敎
尊
重
論
考
で
ぁ
るX

:
丨
：：

ク
..が
、
革
命
^
ラ
ー
^
ス
^
敎
會
否
觉
及
敎
會
讨
^
沒
次
に
、
▲ 

I

普

靈

を

感

じ

：た
.は
當
然
で
あ
る
。 

ニ

,
,
' 

. 

• 

'
•
: :
 

_

リ,
'ぐ
ー
夕
に
從
'へ
蚊
、
べ
：
凡:%
宗
.敎

が
：ら

炤
;1
3
て
：
宗

敎

的

励

物

で

糸

.る

.こ
と

は> 
晋

等

の

料

特

で
.あ
名

緣

さ

：れ

ば

無

神

論

.社
惟
復
綦
の
_
性
に
探
す
る
.の
谷 

等
の
*
能
^
學

名

も

：の
：：：で

ぁ

名

.が
故
に
、
’そ
れ
は
永
續
し
:#
ぎ
る
1
;の
..で
ぁ
る
;-
°

フ
：
ラ
ィ
。
ス

.、の
；遽「

.愛

し

を

讓

手

る
I

f

A

t

.

.

(
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ブ
ラ
ィ
ス
の
：說
敎

「

愛
^
-心
i-
.を
契
機

v

す
る
-フ
ラ
，ン

ス

茧

命

諦

银

の

序

幕

fl
A

r
.
^

三
四)

発
®

社

#
は
上
.の
契

約

マ

あ

名

ゃ
^
時

的

利

害̂

象̂
と
.ず
る
俄
位
の
契
約
は
ハ
固
ょ
り
.

®
に
达
を
解
餘
し
得
令
か
^
知
れ
择
い 

0

-:
~
»國
家」
な
る
も
の
述
コ
ー
‘ヒ.
1

、

や
賴
寒
輸
入
の
組
合
と
は
異
る
,0
そ
.れ
讨
_
1
,
切
め
科
學
、

一
切
の
藝
術
そ
：の
.他
♦
凡
ゆ
^
德
i 

凡
：ゆ

冬

完

金

と

の

組

合

^
あ
^
持
然
る
に
か
^
る
組
合
の
諸
目
的
は
.幾
^

^
の
_
に
減
就
■
^
る
^

^

め̂
帝
^
る
が
故
^
ハ
と
の

組 

合
は
亦
：\-
'
:'
»§
;;
1
>現
在

及

：び

將

來

)

の
，-
<
%^.
間
0
|{
1
'昏

で

あ

る-.
0
個

々

の

國

家

：の
：
個
^;
の

契

約

は:̂
永
.久
的
社
會
の
へ
一
火
基
本
契
約
の
一
.
 

倐
瑣
W
攀

な

.

：

い
o
そ
は
一
切「
の
阂
體
的
及
#
精
#-
时
自
然
を
-
そ
の
命
ぜ
ら
^

^
位
.に
^

|

^
處̂
&
':
-
>
可̂
.
^
る̂
»
約
^
證
 

‘て
承
認
さ
れ
#
.る
確
固
た
，る
.約
^
に
從
ひ
、
.
.ょ
り
高
き
自
足
と
ょ
り
低
き
自
然
と
ゼ
結
び
、
眼
.に
見
ゆ
る
世
界
と
見
え
ざ
る
世
界
と
'̂ 

'つ
.な
ぐ
も
、霉

觀

答

0
;
.
:
#

の
法
ば
パ
^
.の
法
.に
服
從
すY

き
人
ポ 

'の：*
思
^
服
從
す
る
こ
と
な
き
^
の(

で

あ

^
:
•
/
道

般

办

膂

獨

的

王

國
 

ft
;
が

自

治®'
體

ほ
”談

_
親

廣
0

#
を
»
弋
v*
;
t'
:
等

の

：從

屬

的

社

鎵

の

：結

^

1:3 1
裂
fr

遂

彭

解

體

じ

令

ダ

第

ー

--
-
*
義

的

嬰

素

の

無

連
 

.絡

醫

亂

、に
陷̂
る

闕

财

馨

炫&

も̂
^

^

る̂

戈
^

^
從

議

^'
-

#

,

^

^

,
1

切

0
論

議

を

#

容

せずi

一
切
の
證
明
を
も
必
要
と
せ
ざ
る
も
.の
で
あ
る
。
か
、
•る
必
要
は
決
し
て
.契
約
な
る
原
则
.：へ
0
例
外
：で
は 

^
い
：
,0
何
挖
#

#
ば
、
.こ
の
必
耍
そ
の
も
の
於
、
事
物
の
物
的
及
精
.神
的
性
質
の
|
;部
で
、あ
が

.\
>
/八
間
ば
同
«

ぼ̂
強
制
.に
俠
っ
-て
^.

'
r服
從
じ
が
ぼ
作
ば
な
ら
な
い
o
併
し
若
し
必
要
に
服
從
す
べ
き
と
こ
«
〃
も
の
が
、
選
»
の
«
象
と
«
备

事

あ

；
ら

ば
.:
>

遺

倾

の

法

は
 

«
さ
れ
^

0
馨

遭

ぎ

れ

.る
,0
#

货
て
叛
.
る̂
.赛
は
理
»
也
棘
虜
^

猶

揪
It
:
.墮

ち

：ね

ば

な

ら

ぬ

今

：

.：以
'
H
:の#

は

、
：鲁

亦
、’
そ
の
売
成
.に
.必
要
な
る
手
段
漼
;1
3
.て
:.
:
:
-
»
:
.
:

讓

0
孓
欲
し
給
5
る
こ
l

t

M味
し
、
か
免p

:
r
#

と
：國
m
i:
株

霞

：分

で̂

I
:敎 

脅
は
國
家
に
.と
つ
て
、
‘
m
に
便
利
な
t 

Q

il>
:
*t
:
vr
:
fe
;
<、
不
可
缺
の
も
(D
i
な
る」

の
.で
^
る
。
@
 

\

;
!•
§
 

-
W
1

,ibid,,p ，542.

-而
し
て
宗
敎
は
人
類
感c

s
l
e

 

of m
l
i
n
a
)

を
霽
成
ず
る
事
に
依
ク
て
,
家
を
淸
办
る
も
(0
-
で
：あ

る

が

>

そ

は

自

由

砍

民

に

默

し 

#

:

^
必̂

要

沧

あ

ざ̂
何

故

な

卷

ぼ_
出
«
埃

ば
€
.の
.肖
由

：名

獲̂'
-̂
'
爲

め

运
2

.̂:
が
.、
が
.、
る

場

合

、
隞

家

及

が

國

家

に

對

す

さ

彼

，等

.
‘の
義
務
と
結
合
せ
.る
宗
敎
が
必
要
と
な
る
d :

か
:<
'
1c
M:
w
:-f
t
>
s
t
a
b
u
s
h
e
:
d 

church 

の
必
要
を
バ
一
ク
は
示
し
、.
之
が
熱
烈
な
る
擁
護
^:
試
み
る
の
で
あ
る
。

.此

.の
原

則

は

寧

政

：平
；
制

'の
.节
に

於
.忠
^
り
^̂
^

 

:の
卞

；
に

饬

み

國

家

，
に

と

つ

て

、
：
ょ

.り

.
1勝
必
等
あ
る

,0
'何
故
.な
.ら
ば
1
王
じ
の
場
合
.に
は
、
そ
.の
猶
カ
ー
を
瞥
旛
^
る
^'
-:當
^
て
.は
、
各 

猿
機
關S

援
助
^
得

る

必

要

上

、

そ

の

權

カ

は

事

實

上

決

し

て

免

金

、で

あ

り

得

な

い

が

、

人

民

茧

權

胬

の

場

合

：に
，は

\'
*

そ

の

權

カ

が

頗 

名
强
火
.で
あ
る
。
加
之
、
多
數
人
ょ
り
成
.る
が
爲
め
に
名
#
心
乏
し
く
、
そ
の
權
力
の
行
使
抓
、
往
々
に
し
て
、
無
恥
に
流
れ
易
い
加 

^'
セ
.あ
る
■と
，
日
く 

Sそ
れ
故
に
党
全
^
る
#
.モ
ク
，ラ
シ
r
は
、
撒
か
無
恥
緣
各
^
の
で
.あ
る
タ
最
^
麻
潘
^
る
が
故
ー
に
ま
最
^

恐
れ 

を
知
■、ら
ざ
.
.
^
も
：の
'で
，あ
..る.‘

」

.

と
®- 

- 

> 

'
ノ 

• 

r 

.
■
:

:

.

,

..

.
然
る
にK

a
t
i
l
l
A
i
B
b
l
y

は
國
埒
的
信
_
と
.い
ふ
騎
ぐ
可
.き
ロ
實
：の
下
に
、-
國
家
に
對
す
：る
债
權
容
を
保
_
す

、
る

爲

め

に

_'、
市 

:民
の
財
產
を
沒
收
.し
た
0
.だ
が
.文
明
祉
會
に
於
け
る
第
ー
義
的
信
義
は
、
市
民
.の
財

產

に

對

し

て

守

ら

る

，
ベ

.き

も

の

セ

あ

，
つ

て

、

阈

家 

”に
.對
す

る

愤

權

者

の

要

求

に

對

し

、で
爲
さ
る

■、ベ•き
で

な.い
。
市
民
'の
，要
求
は
之
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
亦
、
そ
の
資
格
に
於
て
も

厳
高
で
あ
る
と
o
. 

< 

. 

-

'
•}
'

'

'

 

.
、
-

へ

丨

，
而

も

：パ
_
1
:
ク
、は
か
.\.
-
る

琪

態

，の

木

質

が

、

何

セ

あ

る

か

を

曳

く

理

解

し

た

。

臼

く

 

.

「

か
、
る」

不
.正
は
、
.
.理
由
.の
な
い
辦
で
ほ
な
.い
0 

.そ
れ
|4
'舊
い
.
.土
地
階
級
と
新
し
い
貨
幣
階
級
と
の
圖
淨
で
あ
る
。
そ
.の
_
爭
に
於
て
* 

’
最

荷

カ

、
な

る

，
も

の

.は
後
者
の
階
級
で
.あ
り
；
-'
而 

し
.て
之
と
結
合
せ
る
も
の
が
、
新
に
搽
頭
.せ
‘
.る
政
治
學
齊
の
.群
で
，あ
•つ
た
。
彼
等
は
ル
ヰ
十
四
世
の
死
後
、’
■宵
廷
保
護
を
失
ひ
、
自
ら 

竹
..らむ
と
し
た
二
つ
の
大
學
と「

雨
科
辭
書」

の
大
鄭
業
士
は
、，.之
‘に
：貢
献
す
る
處
大
で
あ
0
,た
0
此
等
の
.文
ス
ゆ
道
個
の
目
的
.：の
爲
.め

プ
ラ
ィ
ス
の
說
敎

「

愛
阀
心」

を
契
機
ミ
す

‘る
.
.フラ
ン
ス
承
命
論
爭
の

•序

蓓

A

A

<
八
三
泣
ン



。フ
ラ
.
ィ

ス0
說
敎
'.
-
7愛
.國
.心
し
'を
契
機
ミ
す
る
フ
ラ
ン
、ス

.*
命

論

爭̂

 ̂

九

0

(

八
三
六
ノ

,
、̂
：
；：
ス
ぃ
ラ
：

ン
：：

ス
0
貲
幣
階
級
を
.支
特
^
孩

：他
面
>̂

屁

階

級

：と

、
の

_連

鎖

；と

な''つ
，
た0
'
.
敎

會

財

產

が

狂

暴
.な
：
る'攻
_
 

る」

'
.
 

と

。
基

等0
曾

葉
«0
衡

に

、
：
：余

：は

.バ

尤

§

艺

し

;
w
.
フ，ラ

：；

^
ス

革

命

に

，
對

す

る

#
の
&
的

嫌

惡

を

理

；解̂得
..る
樣

に

思

は

れ̂
:̂.Hall v

y
'

の

言

葉

を

籍A
て
：言

へ

：ば̂'
パ

ー

ク

は

全’
 

歐
洲
^
於
け
る
僧
侶
と
貴
族
の
代
辯
者
で
.あ
る
0
:犯
^
こ
.の
：言
の
如
く
、
：：本
書
に
於
て
：も
、
み
 

敎
會
と
貴 

族
i
、
：：そ
：̂

®
载

0
權
_
の
：淵
源
拎
る
'王
制
と
を
辯
護
し
^
ゐ
る
？ 

. 

/
 

. 

. 

 ̂

 ̂

^

:!
,

«
治

麗

の
«

象

的

論

議

钐

好

：動
な

^

^
#

タ

ぼ̂

举

刺

と

.：
^

モ

莕

て
#

^
ゆ
デ
モi

ク
戋
シ
.夂
が
必
要
と
^

^5
^

も
^
り
^
進

ん

セ

ば

建

象̂ 

'
然

%;
6 

'^
.'
■

を
懌
ば
ぎ
る
も
0

あ̂
；，る

こ̂
は
、
.そ
の
.語
氣
ょ
り
推
し
て
明
白
で
.あ
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鐘

蹇
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も
.の
は
、
次
の
言
葉
で
I
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或
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達
は
社
會
と
I

と 

を
混
同
レ
、
.兩
贫
の
間
•に
殆
ん
ど
.、
支
は
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t

區

別

美
_

け
な
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0

然
る
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兩
容
は
燈
別
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の
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.た
る
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止

ら
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的
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源
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す
る
社
會
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u
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欲
望
に
依
つ
て
作
ら
れ
、
&
府
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等
の
^
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に
依
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作
ら
れ
る
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馨
は
吾
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の
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情
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結
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し
て
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晋
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福
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極
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、
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献
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。
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。
孤
立
せ
る
個
人
は
、
そ
の
多
く
.の
必
要
に
應
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滿
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府
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濟
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す
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っ
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あ
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of the 
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滿
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れ
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^
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潘
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尤
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を
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ず
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又
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梵
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猶
塵
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迸
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。
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；
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ゼ

否
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を
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を
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ゐ
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叙
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迷
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す
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ば

な

ら

；ぬ
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-パ

一
：
へa

>
,

穴
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:
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憲
法
と
は
.civil

‘ f
d

i

,

,

.

S-
R
金
釔
る
組
織
ぬ
關
す
る
一
.切
と
、
.'
取

以

、
で

據

つ

セ

敗

で
_
府
烬
行
動
す
ぺ
'き

原

則:^
及

び

政
 

庥
が
.萊
轉

さ

れ’る
&
則

を

包

含

す’る
ジ

の.で
：
^

?

。、從
つ
.
•て-そ
れ

呔

政#
m'
先

行

^

ベ

ぎ

も

の

ヰ

れ
る
.o:
#
:
に
憲
法
が
政
府
に
對
す
る 

は
、
法
抓
法
延
に
對
す
る
が
如
含
'
1の
で
あ
る
,0
-
判
官
が
所
與
の
法
に
準
據
し
で
裁
判
を
行
ふ
如
ぐ
、
.政
府
眯
憲
法
の
命
ず
る
處
に
從 

ン
馨

0

霖̂

は

得

る

:^
:
§
€

每̂
々
纪
れ
«
4'
0
::«
が
&
:ら
：法
衫
檮
成
1,
得
^
轵
が
如
ぐ
3
政
府
自
坟
憲
法
怒
作
^

又̂
.は
^
^
變
更 

t:
る
を
得
な
い
。
故
^「

先
平
•ヒ
.ツ
I

s
が
議
會
に
提
趴
せ
^
議
會
改
革
案
は
、
‘誤
れ
る
原
理
に
：立
0
も
'の
で
ぁ
る
|-
'||
|
會
は
自
.
05:
:觀

.

贝
す
る
權
限
を
冇
し
. ^

い
。

双

薄

，の

儒

科

は

そ

の

始

源

的

性

質

に

於

け

る

國

玲

に

#

す

る

の

であ
り
、
之

が

立

憲

的

方

法

は

、

か

-
^
る

目

的

，の

爲

め

に

運

.ば
れ
た
る
國
’民
一

般

め

.#
合
に
據
る
0'
方
法
で
あ
ら
ぅ
と
0 

§
か
く
の
如
き
所
說
は
議
#
代
理
論
の
極
端
な
る
も

•o
'
で
あ
^

^
■
翁
断
の
.光
服
断
.だ
絮
作
加
^
獅
_
議

^

か

影

铲

朦

f
が
■
の
'^,
_
髮

'
.
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這
舣
の
一
般
的
亂
論
を
以
て
、
英
輒
贬
體
を
批
刺
す
る
時
、
如
何
な
る
綠
論
に
，到
達
す
る
か
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'

.
 

:英
國
の
政
體
ば
議
會
を
有
す
る
1(
/
:襲
君
虫
制
即
ぢ「

.膝
合
政
府」(

日
*̂
£'government)

と

稱

せ

ら

る

：べ

き

も
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で

あ
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の
世
襲
王
制
に
向
け
ら
れ
今
英
國
王
制
の
始
源
はW
i
l
l
i
a
m

o.
f N

o
r
m
a
s
y

の「

英
蘭
祉
服」

に
見
.即
さ
：极
ざ
0
'

「

卿
服」

を
越
臌
と 

す
る
波
府
が
，

tyranny

甘
あ
.；̂
，
自
已
銃
治
盏
を
自
&
激
む
.

V

き
國
民
か
自
然
權
に
對
t
る
# ,
犯
だ
る
^;
ゼ
ば
^
|ネ
る
4;
:
:
#
_
な
W
O
 

こ
の
侵
[̂1
は「

世
®
制」

だ
る
し
ど
に
依
つ
て
一
曆
加
軍
：さ
れ
る
o
,
'
假
り
に
最
初
の
王
が
乳
民
の
自
由
な
#
|思
«:
に
€:
つ
.：.て
#:
.
ら̂
^
^
^

し
べ
も
、
そ
れ
が
次
代
，の
，國
民
の
意
恐
如
何
に
拘
ら
ず
繼
續
さ
れ
る
こ
と
は
、
、次
代
の
'國
辟
が
布
す
る
自
然
權
W
影
犯
：‘で
一
あ
，
^

英

國
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域
ば
そ
の
自
然
權
に
於
いV

、

0
ら
の
統
治
^
を
選6> 、

之
比
非
行
あ
ら
ば
免
黜
し
，
盅
つ
_
贤
ポ
1

^
庇
衫
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を
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_
を
有
ず

.
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る
ひ
で
あ
る
が
、
；
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マ
ン
ド

•
バ
ー
ク
氏
は
英
國
民
の
か
X
る
權
利
を
否
定
す
る
。
そ
の
論
據
と
す
る
處
は
ー
六
八
八
年
に
'於
け
る 
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及
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a
r
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lor ever 

'ス
バ
一
ク
氏
は
他
の
一
法
令
：に
於
け
る
、.
|節
を
援
用
す
.る
.「

2:
1
1
<
1
.
1
1
3
,
0
1
1

「

'
1
1
&
3 

s
d 

our 

posterityv'to. the

t.. their 

Iieirs 

§d posterity, 

to the end 

of fime 、
，

そ
し
て
言
ふ
の
にr

た
，と
へ
-革
命
'以
前
に
英
國
々
人rthe,people 

of .England
)

が

か
、
る
權
利
を
苻
し
た
と
し
て
も
、
か
の
#
命
の
時
に
、
自
ら
及
び
子
孫
に
對
じ
ブ
也
^
ぼ
之
ぞ
放
棄
^
た
ー
の
で
あ
る
し
と
タ
料
：

.

.
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：

.

.
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K

ラ
.小
，ス

o

鄙
敎
•
•愛

阀

心

し

を

契‘機v

す
る
ス
ン
ス
ン
ス
取

^

の
'ぼ
猫
 

ー
0 -
〇

(

ぺ
卧
六

〕

:
';
,洵
に
.一
六
八
八
¥
の
議
會
は
自
名
及
び
選
擧
民
.に
對
し
^

^
の
1
利
も
.ぢ
り
、
亦
’
爲

免

べ

^

免

も

あ

づ

た

事

钇

梓

つ

だ

氕

然

る

に
 

_代
辄

ビ

ま

つ

て

洧
;T
る

加

、

る

孤

鋼

に

加

ふ

る

’
^

^ '
办
#

»

_

'永
先
‘
.に.東
獸

し

霞

規

翁

妒̂
^
^;
も
、(

勝
«
に

設
定
じ.た
5
前
藥 

CD
;
,機
利
は
當
然
認
か
ら
れ
る
が
、
へ
條
眷
の
そ
ル
ば
霞
あ
ぞ
亂
孤
«
れ
0
,
;
ル
^:
^-
_
代
、
^
呢
^:
#
代
，が
、
i.
:
B:
g
爲
.め
.；に
IT
il
)

を̂
* 

は
常
に
自
衡
.で
^-
-る
。
併
し
次
代
，̂
統
制
し
衆
嫩
也
ん
i:
.ず

を

如

‘來
從
办
0>
然
權
^

«
柩
ず
^:
事
甚
L;
.ぃ
-̂
:
.の
^:
あ
り
、.
.：最
も
.
 

渙
レ
い
腿
雜
で
あ
る
。
さ
れ
ば
一
.六
八
八
年
の
宣
言
の
中
、
■後
代
；^'
'
關
ず
名
齚
分
哼

^
(0
;
檄
利
だ
き
啐
行
^
る
^-
の
兮 

.
"て
そ
れ
は
後
代
を
束
綠
求
る
の
力
な
^

>
の
で
あ
る
？ 

。

'

•

.
- ^
5:
:具
體
的
に
#
へ
て
も
、
li
t
襲
王
制
な
る
‘も
の
は
不
合
理
で
あ
.
.る
。
，‘ル
そ 
一.
®の
統
治
者
は
そ
の
»:
民
#,
股

0;
«:
:
情
：.
£精
她
し
；て
.

届

潰

_
雙

_

謂

ボ

比

常

■

民

备

絕

电

が

令

■

額

基

づ

％
は
、
そ
^

盒

ゅ

ハ

ot f
襲
的
數
敷
者
；

と
い
ふ
こ
と
が
無
意
味
-&
る
ご
と
く
、
，世
襲
王
制
な
る
も
の
も
無
意
味
で
あ
る
。
亂
の
'最
も
賢
吸
な
る
.#.
に
啤
つ
.
.て：統
^
は
^
ざ
^

%

の

で
あ
る
。
こ
％
比
各

般

の

官

職

年̂
等

を

授

與す
る
權
利

を
王

f

有
す
る
爲
め
に
、
之
を
好
餌
と
し
て
、
王
'は
.も
の
_
侈
屯
沾

f

纖 

持

し

'擴張
す
•る
。
そ
め
結
果
は
蜇
税
と
な
つ
て
.現
れ
る
。
‘ 

• 

'

S

Vン 

國
主
の
か >

 
る
球
恣
を
阻
JI
1
す
る
爲
36

-
に
、、
英
國
は
_
會
を
窗
す
る
と
主
^
さ
れ
る
が
、；

.:
;こ
の
主
張
は
、
\絕
對
權
へ
.の
欲
望
が
國
王 

の

-©
然
な
病
で
あ
^
こ
.と
、
及

び
ハ(

平
民
^
王
ょ
り
も
賢
明
又
は
信

賴

に

值す
る
と
い
ふ
事
を
前
提
と
し
て.

ゐ
.る
、
-否
！

- r
p

、
T -
民
が 

_
止
せ
、容

な

ら

ぬ
薇
な
權
力
が
、
何
故
、
芝
與
へ
ら
れ
た
か
と
ぃ
ふ
^ -

-

に
1
る
。‘
而
も
實
際
に
於
.て
卜
ー
院
な
る
も
の
は
貴
埃
的
壓
.
 

沏
の
隨
存
.物
で
>̂
-
り
、
，僅
1に
下
院
の
み
が
英
亂
々
.
於

れ

自

由

卜
^
護
す
る
歡
關
で
あ
る
替
で
あ
る
が
、
そ
の
代

_

士
は
小
救
の
、
奪
に 

收
一
ー
三
人
の
選
擧
民
に
依
っ
て
選
出
さ
九
て
ゐ
る
。
議

席

は

公

然

‘と

寶

買
さ
扎
て
あ
る
。
そ
れ
故
に
形

武
上
は
議

會

が
あ
る
行
れ
ゼ
む
，

王

■
の

み

著

院

f

聋

I

戚
の
卞
i

書

I

讯
來
る
マ
着
民

I

I

制

負

I

I
 

之

蓥

閗

く

着

■

興

身

0
愚
■

し

菜

で

王

■

署

「

法
1

る
は
。
英
國
.違

つ

佛

蘭

西

-w
愛

處

ば

な

，ぃ 

の
.で

翁

_

_

_

 土 

■

■
如
ズ
に
■

的
f

い
め
は
ド
國
f

着

篇

ァ
め
で
4

^
:̂
ー.
S1
犯
做
膽
及
る
:^
■
七̂
以
^

:^
れ
ゼ
.>.
'
:
來̂

';
^
资
國
把
は
眞
0
憲
法
な
る
も
の
.が
存
在
.'1
.な
い
と
表
ば
^

ら
ぬ
タ
英
國
l

l

g英
國

政

府

に

先

露

存

蕾

f

れ

蜜

I

I

迄
、
事
實

人
は
次
，

を
似H

憲
法
と
.考
：

〈

る
か
も
知
れ
な
.い
が
、へ
そ
れ
ft
非
常
な
誤
^:P

.

あ

黑

：麥

ナ
‘

力
：ル 
一i

l

l
、...

强
奪
さ
れ 

た
る
I

f

部

遵

戾

■

あ
.; ^
一

て 
' 

國
民
.：§.省

感

ま

^
響

，:^
:|
-
權
が
認
泌
ら
れ
^

_
言
教
:^
0
'か
ヲ
■

き
社
斷
乜
.て
，憲
_

は

戏

：い
>®;
國

民

が

憲

法

と
 

信
じ
允
居
.る
も
の
对
>.
,
-
'
藤

糊

*|
:
綏
和
せ
:^
^
せ
名
遛
般
.
努
切
に
過
ぎ
な
い
士
0

..::

英
榻
歲
难
め
佌
め
洳
き
不
令
理
龙
比
ル
て
”
羡
む
が
せ
ほ
浓
佛
め
是
れ
で
あ
る
。
：

.

.

.
：

，
；
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，
•

.

:

:

、

集

鬪

猙
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讓

内

の

各

祂
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政

選
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S
つ
て
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憲

習
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代
^
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な
か
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そ§

目
的
S

め
S

擧

濃
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た

か
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あ
.る
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斤
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^

"之
^
4«
漆
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得
^
.や

j
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め
期
機
を
册
し
ズ
之
龙
^
吿
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:^
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般̂
め
賛
.否
%
問
ぅ
た
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°
%
公
浩
期
間
：が
終
 ̂
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.の
賛
成
が
明
か
と
な
つ
た
の
で
、
初
め
て
之
は
來
式
の
巌
法
と
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L
て

減

若

P

M
糧

法

め

_
何
な
■る
R
磨

雖
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.政
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俯
に
俄
.つ
て
變
M
せ
ら
る
\
を
.得
な
い
。
而
も
憲
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將
來
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兒
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る
ベ
き
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あ
る
缺
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變
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應
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る
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必

ゴ

ま

年

#

■

法
倐
班
會
議
が
選
擧
さ
れ
义
こ
上
に
な
つ
た
。
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、
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,
i

:

,

彳
哙
衆
國
憲
法
側
淀
の
序
鱭
或
伺
様
で
特
IC
t
CD
爲
め
に
選
ば
れ
た
る
#
合
に
依
;o
て
原
案
が
作
ら
れ
、
公
浩
さ
れ
、
洛
州
P
同

蕙
 

得
て
初
.め
て
：そ
れ
枕
^
武
#

^
の
^

_

?た
'(
0
で
ぁ
る
0
.洵
に

べ

：
ィ

ン

の

所

戽

忆

：合

致

.し
喪

制

定

淨

續

埒

ぁ

る

：̂

木

來

ぺ

イ

ン

ね

所 
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意
味
把
於
て
、
契
約
又
は
同
意 

に
恶
く
も
の
と
考
へ
ら
，れ
て
ゐ
る
。
選
廣
撤
は
自
然
權
の
發
動
と
し
て
"
茁
人
に
屬
す
る
も
の
：と
考
へ
ら
れ
..た(

實
踐
：的
-

y

は
必
ず
し 

'も
^
人
で
は
な
い)

。
そ
し
て
そ
の
煨
大
な
る
主
張
は「

外

か

ら

の

支

配

」

で
あ
つ
た
。
ペ
イ
g

:K
S
雇

抱

遷

濃

厚

で

ぁ

.つ

實

に

ペ

バ

ン
は

摩

汰
.货
*

_繼

§.特
色
_

'#
菜

港

渡

汉

、̂

*^
導

^

彼
は
理
隹
亦
自 

雄

に

:®
び
、社

..
#
'の
;®
に
碧
す
る
な
ら
ば

-
そ

は

认

顧

甚

配

勸

論

遷

：之
;*
達

養

〗

馨

尤

奪

^
得
，る#
カ

雪

を

»
上
悉

ブ
づ
イ
ス
も
锐
敎〔

愛
调
，

雀
潔
■
辱

：這

^
ダ
霖

^

1
.§相

靡 

•

.

1
:
0

五
，

5:
.
:£
:
0



:r
フ

ィ

ス

の

'愛
國
、
し
を
契
機
3
す

.:
5
フ
ラ
ン
ス
革
|命
論
银
の
序
幕

 

ー

〇

六(

八
£
ニ〕

.

そ
れ
故
に
彼
如
樂
耀
的
噸
向
次
多
分
に
洧
上
て
居
允
。
そ
し

.て
社
:#
的
政
黹
的
改
苹
の
命
速
尨
る
接
近
を
、

»
じ
て
居
た
0
杣
象
的
自
激 

:

撤
の
信
密
な
る
被
は
、̂
し
て
傘
命
家
炎̂
彼
は
-^
歷
來
と
^

^
と
©
^

^̂

輕

視

し

ちJe
l
%

及
び
^
苍

&
絮

と

等
^
く

漭
, 

軍
奢
忌
み
、‘
兵

營

龙

腿

制

的

だ

と

攻

擊

♦-
 

, 

く 

 ̂
• 

•
, 

. 

パ(

註)
K

e
n
t7 E

n
g
Iis

ll.R
a
d
ic

a
IS

 P
"1

1
7

., 

,

,,
洛
爆
漱
彼
を
沒
瀹
進
論
嘴
|

做

す

こ>-
<
?
:
は
不
當
1

な
い
0

だ
が
件
し
、
彼
は
爾
余
の
：
I

論
諸
の
多
^

ょ
り
^

、
へ
i

急
進 

- ^
?

^
?
た
-,
0
.そ
，の
'一

:^
央
^

憲

/ ^
の

攻

犯

ょ

り
'-
^

ー
 

步
を
迆
め
て
、r r
-
し
く
之
を
作
る
こ
と̂

主

張

せ

；
る

事

で

あ

り

，、
も

の

i
|

は
共 

鄭
糊
め
冻
張
で
あ;^
0

念
«
1

は
服
前
に
英
國
憲
政
の
腐
敗
を
み
つ>
あ
る
に
枸
ら
ず
、
倚
、
英
國
憲
法0
信
者
^
あ
0
^
0
:

「

執
拗
汰 

#
1

.

本
な
念
進
論
#」

た
る
々
1

ト
ラ
ィ
ト
で
さ
へ
さ
ぅ
で
あ
つ
た
。
彼
は
ア
メ
-1
J

力
革
命
を
肯
定
し-.
'
，
そ
の
.ィ
，デ
オ
P
ギ
ー
.た
る
自

然

權

霜

念

ネ

採

用
_

釋

周

時

龙

办

凇

馨

が

養
_

舊

_

運

：
揚

道

：；
：
落

タ

_

^

ザ
七
鴻
ぷ
養
細
り
知
昨
ぬ
尊
ぎ
憲
法

」

の
卞
に
於
け
る
、
ア
メ
：リ
ヵ
植
民
地
發
展
の
結
果
：で
あ

.る
と
考
べ
ら.れ
.た
？
こ
の
點

「

英
國
に 

憲
法
な
^
、
ま

s

f
 ■

と
1
舍

瀛

澴

雪

蜜

る

。
：
併
し
ぺ
ィ

ンq

議
會
及
■

法
論
難
も
慮
等
を
駿
棄
し
て
獨
裁 

W
嗽
治
凌
商
は
取̂
%

名

如

含
.4
9

非̂
親
あ
■̂
^

^

l's
:i
r
::
:
L;̂
:議
會
身
取
H
.-
'
,
>
&
犯
代
^
ん
と
す
冬
に
外
な&
な
い
o
そ
の
代 

議
論
漱
先
粑
绛
貫
せ
洛_
潘

&
1'#
代
；观
#

1
最
も
徹
適
せ
ぼ
.ル
の̂
务
る
0
:
:

(

彼
1
|
法
制
定
め

べ
-ギ

聽

^
深
ゲ
洲
嶽
法
湖

^
の
蜜
^

务̂
ょ
、
憲
饿
噙
議
啾
_
淞
|
11
を
觉
_
:せ
名
<0
^
で
^
ゆ
て

:,
.
'泛
を
決
宠
す
.る
.の
權
限
を 

有
1>
#
や
ガ
老
め
權
限
由
_

_
が
之
そ
_
沈
る
々
:«
:
に
_
オ
名
霍
美
_

_

«せ
^

.«
;
理

赛

に

外
:^
'̂
な
い
？
彼
：は
亦
共
和
論
者
で
あ 

^
靡

:*
來
_
惫
迆
論
著
#
必
サ
し
4
共
和
論
者
で
.は
.龙
い
.が
|論
稚
論
取
^
瓛
た
る
自
_
權

論

は

之

を

.憚

る

處

 

，
 

共

和

論

，に

到

著

す

る

の

可

能

性

を

荷

オ

る

。

1
机
•放
當
時
に
於
.て
は
、
共
和
論
者
4
惫
進
論
者
と
は
、
屢
1交
錯
し
て
吾
る
o
.

一
 
七
六
t

以
後
に
於
て
は
、公
然
た
る
共
和
論
者
は
常
に
激
烈
な
る
急
進
論
者
で
あ
0
,た
。
彼
等
の
中
、
最
も
特
筆
す
べ
き
者
は
；
_
-̂Catherine 

M
a
c
a
u
l
a
y

で
、
そ
€>
論
儆
ジ
日
ン
ソ
ン
傅
：士
が「

天
國
に
も
王
制
が
が
.务」

と
彼
ギ
に
語
つ
た
時
、
彼
女
は
決
然
と
し
て
答
へ
た「

そ
れ 

な
ら
ば
妾
は
天
國
.に
行
き
度
く
な
い」

と
。
そ
の
他Thomas. H

O
U
F
T
h
o
m
a
s

 

D
a
y

等
が
居
たT

h
o
m
a
s

 P
a
i
n
e

も
同
じ
流
に
掠 

さ
ず
一
人
で
あ
つ
た
。
ヶ
ン
：ト
の
言
ふ
が
如
<:
、
彼
は
非
常
な
個
人
主
義
者
で
あ
.つ
た
'が
、
併
し
果
し
て
：「

後
世
の
無
政
府
主
義
哲
學 

の
市
統
な
直
系
的
な
.祖
先」

：
で
あ
つ
，た
ど
ぅ
か
は
、
遽
.に
斷
定
し
難
い
。
洵
に
.政
府
は
害
惡
で
あ
る
と
看
做
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
然
も 

そ
れ
は
.necessary

で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
：た
。
政
府
な
き
社
會
の
#
往
は
そ
の
'社
會
が
小
範
圍
の
も
の
'に
限
ら
：れ
る
事
が
述
丫
ら
れ
て 

ゐ
る
。
筆
#
を
以
て
み
れ
ば
、
彼
の
個
人
主
_
は
第
十
八
世
紀
後
半
：に
.一
般
な
る
も
の
で
あ
る
。
ヶ
ン
ト
の
I
目
が
彼
に
：適
用
せ
ら
れ 

得
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
■そ
れ
は
亦
等
し
く
、
同
時
代
の
多
く
の
思
想
家
達
に
も
、
例
へ
ば
ア
グ
t
 K

ミK

に
も
、適
用
さ
れ
得
る 

も
の
で
あ
る
と
云
へ

.ょ
ぅ
、
寧
ろ
反
對
に
、
•へ
.ィ
ン
に
は
無
政
府
主
義
铒
學
は
之
を
見
出
し
得
な
い
i
云
ひ
得
る
。
彼
が
單
に
當
時
の 

政
俯
1
攻
：擊
す
.名
.に
樣
本
德

.1
>贫
は
雄
&
货
共
»
制

的

政

：嘗

灰

弟

張

せ

る

»'
ば
^
.そ
0:
^

制
欢
部
論
を
公
表
し
て
ゐ
る
都
も
、
他
の
'
.論
證
'と
’な
'る
.に
足
.る
：.で
あ
.ら
，ぅ
。
«:
進
論
は
無
政
府
屯
義
の
兄
弟
で
.は
’あ
つ
た
~か
も
知
れ
、
 

な
い
，亦
、
.そ
の
父
母
で
は
な
.か
つ
'た
0
こ
の
■事
は
急
進
論
の
‘本
質
を
考
へ
て
み
れ
ば
、
•©:
‘ち
.に
了
解
さ
れ
る
。
そ
れ
は
，i

に
依
.る
政
-
 

治
吏
配
獲
_
の
運
動
で
あ
0
て
、
斷
じ
‘て「

政
治
否
觉」

の
速
動
で
'«
な

い

。
，
抽

象

的

；
に

^
へ
れ
•は
，，

自

然

權

の

存

在

に

就

い

て

の

信

念 

を

弗

礎

と

し
：
；

理

性

に
-#
大
.の
信

賴

を

置

べ

處

の

『

急

迆

思

想

」

は
ノ
丄
，
步

進.め
ばV

.]*.

ヴ
’
ン
，に

到

達

す

：る
®
で
，
あ
、る'が
、

現

嚮

的

.に 

は
、：

こ
の」

步
を
、
決
し
セ
^;
地
思
想
は
>踏
出
し
‘は
し
な
、い
。
踏
出
せ
ば
备
進「

思
想」

は
急
進「

遝
動』

か
ら
遊
離
す
る
。
.そ
.し
て
思
想
'
 

の 

$
質

為

變

つ

_
て

了

ふ

ノ

 

' 

-

 

\

パ
：

：

-

-

y
'

 

——

 

,

' 

へ

,

.結
：
：
,'
言

' 

.

'

ソ

•：
•
•
:
?
.
.
-
>

■•
..-ぐ

.

.パ

.ニ
：
 

：
•
'
.
:

パ 
く

ノ

，

.:
:

,

:

.

.

.

.

ブJ

フ
ィ
ス
，
の

親

散
-^
國
心
、
i
契

摧W

する，フ
ラ
堪
命
論
淨

.

の；，

序
基

. 

1
:0
七

(

A
苏
S



フ

ラ
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國
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フ 
>

ン
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命
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序

瀧 
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A

ar
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以
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フ
ラ
イ
ス
、
パ

丨

ク

及

び

ペ

イ
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，
我

あ

る

が

、

こ

の

s

這
個
の
I

I

て
、
.急
進
_

I

I
ポ
^

.
#

法

馨

で

あ

,

そ
の
本
質
が
土
S

瀵

羊

象

舊

霞

防
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l

u

l
基

明

I

洛
o

i

l
尤

.

1
、
爭
ひ
は
三
人
に
止
ら
ず
し
て
、
實

に

裏

f

l

i
し
、
寵

■

會
I

ず

、
盈

冷

減

んI

I

の

政

治^

、I

れ
.S

で
I

。，

茲
I

ベ

た

の
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、l

.

l

?

f
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l
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蕃

舊

蘇

の
i

衆

，
筆
者
|

:
め

自

2

き

:

譲
る
こ
と
、
し
、
此
處
は
單
な
I

介
的
記
述
を
似
て
讓
す

る
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 onard. Simonde

o*
n>
gK-
3
o
p
&)

の
處
女

著
は
、
彼
れ
が
典
の
一
家
の
不
.幸
に
由
つ
て
、
ト
ス
カ
ン
に
移
住
し
た
翌
年
、
即
ち
一
千
七
百
九
十
六
年
に
起
稿
し
た『

自
由
民
の
：

p

 

法
に
關
す
る
硏
究』

(Recberches- 

surles 

consututions; des.: p
s
p
l
e
s

15:
1

6
0
で
あ
る
が
、
此
の
著
は
彼
れ
を
し
て
五
個
萍

0 

歲
月
を
費
さ
し
め
た
に
拘
ら
ず
、
遂
に
未
完
成
、
未
出
版
に
終
つ
た
。
彼
れ
の
著
作
に
し
て
初
め
て
世
に
現
れ
た
も
の
は
、一

千
<
百
.
 

ハ
や
"
其
の
ト
ス
カ
ン
在
住
の
終
り
に
淤
い
て
著
さ
れ
、
共
の
翌一

千
八
百
〇

一
年
ヂ
ユ
ネ
ー
ヴ
に
於
い
て
上
梓
せ
ら
れ
た『

ト
ス力

：-

ン 

の
農
業
略
圖』
(Tableau d

e
F

 Agriculture 

Toscane, 

par J
,
C
,
L
.

 

Simonde d
e
'Gen

rtl/ve, 

M
,

 

n de r
A
c
a
d

nivmie 

Royale 

des G
e
o
r
g
o

thlem de Jrl§
noe’)

で
あ
る
。

:

沘
吹
書
成
農
業
の
潰
際
に
關
す
.る
描
寫
的
說
明
釣Q

奢
作
で
あ
つ
て
>
* ;
に
か
數
：の

經

濟
§
意

見
:?
:
包

含

す

吝

に

猶

：ぎ

な

：い
。

；

彼

れ 

:

古
較
經
濟
薺
獬
稱
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